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動作分析による衣服の着脱容易性に関する研究

一前明き型上衣の着脱動作分析一
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　目的　高齢者および身体障害者のための着脱容易性のある衣服設計を追究する一助とし

て，ん体の構造や動作から衣服に求められる着脱容易性の条件について基礎的資料を得る

ことを目的とした。本報では，健常者の前明き型上衣着脱時の動作分析を行うとともに袖

山の高さが動作に与える影響について検討した。また，障害再現動作においても同様の分

折を行い比較考察した。さらに，衣服の形状変化と動作特性との関係についても分析した。

　方法　21～22才の女子健常者72名を対象として，胴部・袖原型にゆとり量を付加しない

前明き型上衣を作製し，その着脱動作をビデオ撮影により分類した。この結果より，該当

者の多かった着脱動作について，動作解析コンピュータシステムを用いて左右の肩先点，

肘頭点，手首点の変化を解析した。また，アームホール寸法を基準とした４種の袖山高の

実験衣を作製し，同様に解析した。障害再現動作の分析については，右肘関節を医療用シ

ーネにより，屈曲度30≒60≒90≒120≒150°に各々固定し，同実験衣を用いて行った。衣服

の形状変化と動作特性との関係は，ビデオ撮影およびパラフィルム製実験衣の伸長した部

位を観察することにより検討した。

　結果　着脱動作は９種類に分類され，最多の着衣動作は，左から羽織り，左右の袖を通

すというパターンであった。各分析点の軌跡や移動距離，スティックピクチャー等により

これらの動作の牲徴が詳細になった。袖山の高さは，特に左右の袖を通す際の右腕の動き

に影響を及ぼしていることが明らかになった。また，右肘関節を屈曲固定することにより

一連の着衣動作が部分的に非常に困難になり，屈曲度が大きいほどそれは顕著であった。
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〈目的〉　衣服の着脱は着替え，入浴，トイレなど，さまざまな生活場面で行われている。

またリハビリテーション医学における日常生活動作の訓練においても衣服の着脱がその項

目として挙げられていることから，健常者の着脱動作がどのような過程で行われているか，

その動作実態を把握し，着脱の調節機能を明らかにするための基礎資料を得ることを目的
とする。

　〈方法〉　被験者は健康な女子学生33名とした。ファスナーの明き部位が異なるセミフレ

アースカート４タイプ（前明きF 1, F2，脇明きs.後ろ明きＢ）を作製し，着脱動作を

行わせた。動作測定は，人工気候室（温度23～25°C,湿度65％）で行い，ビデオカメラを

用いて動作過程を観察した。動作終了後, SD法20項目によって４タイプの着用感とイメ
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着衣と脱衣に分け，さらに動作過程を主動作と補助動作の構成単位として検討した．

〈結果〉　I）動作の所要時間は，主動作よりも補助動作において有意差が見られ４タイプ

ともに着衣＞脱衣となり，B＞S, F i＞F2め順であった。2)SD評価において明き部位

の異なる４タイプでは，「あげやすい」「すべりが良い」「はきやすい」「しめやすい」

　「カジュアルな」に違いが見られ，まだ着脱しやすい”順位はF2，S, F,, Bであっ
た。3)前明きF,(右上前）を最も着脱しにくいと評価した群と他群では「しめやすい」「ぎ

こちない」「着慣れた」に違いが見られた。4）後ろ明きＢにおいて，着脱の仕方が異なる

２群間では, SD評価においても「しめやすい」「バランスの良い」に違いが見られた。
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